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Ａ.２０１４年３月期第３四半期決算の概要

Ⅰ. 経営状況

1）概要（連結）

単
四
半
期

累
計

四半期
純利益

６６７３．２２５０１３．８２２１６０１８３
四半期
純利益

３７．９３４８９１２３営業利益

９．２３７４４，０７２４，４４７売上高

１２７．９６０４７１０８

経常利益 ３９．１４２１０８１５０

３１４

２４７

１２，０６０

2013/3期
３Ｑ実績

②

７８．０

７４．６

７５．８

進捗率

①÷⑤ｘ100

１９．１

２０．７

６．２

増減率
（前年比）

④=③÷②ｘ100

４８０

４００

１６，９００

通期業績予想
（10月31日発表）

⑤

１０５

１０１

４，０９４

差額

⑤－①

５９

５１

７４４

増減額
（前年比）

③＝①－②

３７４経常利益

２９８営業利益

１２，８０５売上高

2014/3期
３Ｑ実績

①

（単位：億円、％）

（億円未満切捨て）

2）連結経営指標 ３Ｑ累計 （前年同期） ３Ｑ累計 （前年同期）

・売上高営業利益率 ２．３％ （２．１％） ・ＲＯＥ ４．７％ （４．４％）

・売上高経常利益率 ２．９％ （２．６％） ・ＲＯＡ １．９％ （１．７％）

◇事業環境に関する認識と確認（経済環境）

当・第３四半期のわが国経済は、政府による景気対策の効果から、企業の収益が改善し、

設備投資や個人消費にも持ち直しが見られるなど、景気回復の動きを示しながら推移。

◇事業環境に関する認識と確認（物流業界の状況）

国内貨物の輸送需要については総じて増加傾向にあり、国際貨物の輸送需要についても

力強い回復には至っていないものの、輸出で持ち直しの動きが見られ、輸入は増加が

続くなど緩やかな回復基調で推移。

◇日本発着の輸出入貨物の環境

海運・輸出貨物は、一般の商業貨物の荷動きには依然として回復感が乏しいものの、

設備輸送の需要が売上げを下支えする状況で推移。

海運・輸入貨物につきましては、引き続き太陽光パネル関係の取扱いが活況で、全般的

に堅調に推移。

航空・輸出貨物は、自動車部品関連の出荷が中心である状況に変化はないものの、全体

に底打ちの兆しが見られ、取扱い重量は前年比１桁マイナスまで回復。

航空・輸入貨物の取扱いについても、自動車部品、電子・電機関連を中心に堅調に推移。

◇海外会社の状況

海外会社は、為替の影響とＭ＆Ａによる新規連結会社の売上げが上積みされ、前年対比

で２１２億円、４２．５％の増収。全般的に、航空フォワーディングの取扱いが低調に

推移し、これを比較的安定している倉庫配送、自動車運送といった域内物流の取扱いで

支える状況。

◇通期の業績予想

１０／３１発表の業績予想を据え置いた。
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Ⅰ. 経営状況

1）複合事業

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

４１７０．２１３８１５９．６５９３７９７ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）３．２５６１，７７４１，８３０売上高

２．５ （１．３）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ７，１２０

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７５．３

進捗率

前年同期対比実績

・ 3PL業務の倉庫取扱いが順調に推移したほか、自動車輸送の需要が強く、増収

・ 需要増の状況においても費用抑制に努め、一定の利益を確保

１，７５６２．５１２９５，２３４５，３６３

１０１．０２２２２４５

増減率増減額 差額13/3期14/3期

（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

１８９．９１０△３１．０△４１４９ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）△７．５△１１１４８１３７売上高

３．５ （３．３）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ５４８

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７４．９

進捗率

前年同期対比実績

・ 引続き厳しい競争下において、サービス単価下落により、減収

・ 費用削減により、前年並みの利益を確保

１３７△７．２△３１４４２４１０

０．３０４４

増減率増減額 差額13/3期14/3期

2）警備輸送 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇複合事業

※当・第３四半期の複合事業の輸送モード別の売上高については、個別の売上高の数字

をベースにご説明している。

鉄道取扱の売上高は、＋１．１％。前年の１１・１２月に、貨物列車の運休が多かった

ことの反動と、年末にかけての商戦期に、お客様が貨物の一部を自動車扱いからコンテナ

にシフトしたことの影響によるものと見られる。

自動車全体の売上高は、対前年＋３．１％。積合せ、貸切りの自動車運送とも、対前年、

＋３．１％。重厚長大型のお客様をはじめとして、足元の輸送需要は強い状況が継続。

倉庫の売上高は、＋ １．９％と、上半期に比べ伸長率が低下。前年度下半期に取扱いを

開始した、比較的大型案件の一巡による影響が大きく、通販関連をはじめとする３ＰＬ

業務の取扱い自体は、付帯事業他に計上している分も含めて順調に推移。

国内複合事業においては、「アベノミクス」の効果や年末商戦期の需要増に伴い、売上げ

の伸びが期待される一方で、車両不足、人手不足による費用増が懸念されていたが、

各種費用の抑制に努めた結果、一定の利益を確保。

◇警備輸送

厳しい競争の中で、サービス単価の下落等、苦戦を強いられている状況が継続し、減収

したものの、各種費用の削減に努めた結果、前年並みの利益を確保。
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Ⅰ. 経営状況

3）重量品建設

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

４７５．３１９△４２．７△１０２５１４ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）２．３２９３９５売上高

４．４ （７．３）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ３４５

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

８０．３

進捗率

前年同期対比実績

・ 海外工事が順調に売上げを伸ばし、増収

・ 前年に比べ、大型工事の取扱いが少なく、減益

６８△２．９△８２８５２７６

△３８．１△２６４

増減率増減額 差額13/3期14/3期

（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇重量品建設

海外工事が順調に売上げを伸ばし、増収は確保したものの、大型工事の

取扱いが少ないことから減益。
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Ⅰ. 経営状況

4）航空

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

６８７．１５１４３．３１３３１４５ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）２．８１２４６０４７３売上高

４．４ （２．８）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 １，７８６

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７５．８

進捗率

前年同期対比実績

・ 欧州向け輸出の回復、前年に安値で獲得した、アジア向け液晶関連貨物の反動により、増収

・ 航空利用費の抑制、その他費用削減等により、増益

４３１△３．０△４１１，３９５１，３５４

６４．８８１２２０

増減率増減額 差額13/3期14/3期

（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

８８４．２５４１４．５５４０４６ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）６．４１９３０９３２９売上高

３．９ （３．０）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 １，３０３

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７６．９

進捗率

前年同期対比実績

・ 輸出は一般商業貨物の取扱いが回復しないものの、設備関連輸送が下支え

・ 輸入および内航海運が引続き堅調に推移

３００６．６６２９４０１，００２

３５．６３９１２

増減率増減額 差額13/3期14/3期

5）海運 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇航空

日本発輸出航空貨物の取扱い重量は、△３．６％。

方面別の内訳では、米州地域向けが、△２．５％、欧州地域向けが、

＋１０．８％、アジア･オセアニア地域向けが△７．１％。

各地域ともに自動車関連の取扱いが多かったほか、欧州向けに医療機器

関連、半導体製造装置関連、アジア向けに電子機器関連の荷動きあり。

足の長い欧州向け貨物の重量が回復してきたこと、昨年、安値で獲得

したアジア向け液晶関連貨物の反動等の影響により、増収に転じた。

航空利用費の水準が、引き続き抑えられていること、利用費以外の各種

コストの削減に取り組んでいることなどから増益。

◇海運

輸出は、一般商業貨物の取扱いが依然として回復せず、当・第３四半期も、

主に設備輸送関連が売上げを支える状況が続いた。

輸入は、太陽光パネル関連の荷動きが引き続き好調なほか、アパレル、

その他一般雑貨なども、堅調に推移。

内航海運の取扱いも好調が継続し、全体で増益を確保。
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Ⅰ. 経営状況

6）米州

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

５７７．７２６３０．６４１５２０ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）２９．１３９１３６１７６売上高

５．０ （４．３）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ６８７

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７４．５

進捗率

前年同期対比実績

・ 現地通貨ベースでも、増収増益

・ 自動車運送、倉庫配送等、域内業務に加え、メキシコの自動車関連の設備輸送（海運・輸入）が堅調

１７５２８．８１１４３９７５１１

４９．８２５８

増減率増減額 差額13/3期14/3期

（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

１７８．２７△２８．２△２８５ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）７６．０７５９９１７５売上高

１．２ （２．６）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ６８８

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７５．２

進捗率

前年同期対比実績

・ 為替および新規連結会社の影響を除くと、減収減益

・ 域内ビジネスは厳しい状況が継続するも、一部地域での取扱いが増加

１７０６０．５１９４３２２５１７

△１８．１△０２２

増減率増減額 差額13/3期14/3期

7）欧州 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇米州

為替の影響を除いても、増収増益。

米州においては、第３四半期も引き続き域内の自動車運送、倉庫配送

業務が好調を維持。メキシコにおいて、自動車関連のお客様の設備輸送

を受託するなど、海運・輸入貨物が堅調に推移。

◇欧州

円安と新規連結会社の影響を除いた、既存のビジネスの現地通貨ベース

の実績では、減収減益。

倉庫配送を中心とする域内ビジネスが、引き続き苦戦。

ロシアにおける倉庫業務、スペインでの航空・輸出フォワーディング等

取扱いが増加し、増収を確保した地域もあった。
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Ⅰ. 経営状況

8）東アジア

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

１１４５．４２１△１３．４△１１１９ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）４７．３７３１５５２２８売上高

１．３ （２．２）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ８９２

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７２．７

進捗率

前年同期対比実績

・ 為替および新規連結会社の影響を除くと、増収減益

・ 日系自動車メーカー関連の中国国内輸送の取扱いが上向くも、回復には至らず

・ 倉庫配送業務、海運フォワーディングの取扱い増により、増収

２４３２９．９１４９４９９６４８

△１５．４△０３２

増減率増減額 差額13/3期14/3期

（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

５６３．１１５△３４．９△５１５９ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）２１．５２３１０９１３２売上高

３．２ （４．３）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ５１６

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７２．９

進捗率

前年同期対比実績

・ 現地通貨ベースでは、減収減益

・ 海運フォワーディング、倉庫配送業務が下支えするも、航空フォワーディングの取扱い減少により、減益

１３９１２．２４０３３５３７６

△９．８△０４４

増減率増減額 差額13/3期14/3期

9）南アジア・オセアニア （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇東アジア

円安と新規連結会社の影響を除いても、増収減益。

中国における日系自動車メーカー関連の国内輸送の取扱いが、徐々に

上向いてきたものの、以前の状態まで回復するには至っていない。

香港、台湾での倉庫配送業務、韓国での海運・フォワーディングの

取扱い増が寄与し、この第３四半期は増収を確保。

◇南アジア・オセアニア

為替の影響を除くと、減収減益。

タイ、シンガポールの航空・輸出フォワーディングの取扱いが、依然と

して減少傾向にある中、海運・輸出入フォワーディングの取扱いが増加

しているインドネシアやベトナム、倉庫配送業務が好調なインド、

フィリピンが下支えをする形で増収を確保。

域内全体では、航空・フォワーディングが大きく減っていることが影響し、

減益。
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Ⅰ. 経営状況

10）販売

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

１６６８．０５０△３１．７△１５４９３４ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１０．０９９９９０１，０９０売上高

１．２ （１．７）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ３，９８７

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７５．１

進捗率

前年同期対比実績

・ 石油類の販売単価が上昇したことにより、増収

・ 輸出梱包業務の取扱いが回復せず、減益

９９２５．９１６５２，８２８２，９９４

△２０．６△３１７１３

増減率増減額 差額13/3期14/3期

（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

６５８．８１６△５．４△０１０９ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）０．５０１０５１０６売上高

３．０ （３．６）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ４１１

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７４．９

進捗率

前年同期対比実績

・ 不動産事業で、大型倉庫建設工事があり、増収

・ 人材派遣事業において、請負業務化による派遣収入減少のため、減益

１０３３．８１１２９６３０７

△１３．９△０３３

増減率増減額 差額13/3期14/3期

11）その他 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇販売

日通商事において、石油類の販売単価が上昇したことにより増収となった

が、輸出梱包業務の取扱いが回復せず、減益。

◇その他

不動産事業で、比較的大型の倉庫建設工事があり増収となったが、人材

派遣事業において、労働者派遣法の改正による請負業務化の流れを受け、

派遣契約の解消が進んだことから収入が減少し、減益。
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Ｃ.国際関連事業売上高比率

Ⅰ. 経営状況

2014年3月期３Ｑ累計実績 32.2%

【参考】

2013年3月期 29.7%

2012年3月期 30.8%

2016年3月期
国際関連事業売上高比率 40%

進捗状況目標
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Ａ．増減要素（３Ｑ累計）

参考
連結業績への影響

（３Ｑ累計）
変動要素

３Ｑ累計期間平均レート（※） （前年同期）

ＵＳＤ： ９６．７１円 （ ７９．３７円）

ＥＵＲ：１２７．３５円 （１０１．７５円）

ＨＫＤ： １２．４７円 （ １０．２３円）

ＲＭＢ： １５．７０円 （ １２．５６円）

売上高
３６１．３億円

営業利益
１２．６億円

※３Ｑ単四半期
売上高 １３７．３億円
営業利益 ４．７億円

為替（円安）に
よる影響

（前年同期）

軽油 ：１１４．０８円／ℓ（１０５．４９円）

ガソリン：１４６．８０円／ℓ（１３７．５５円）

船舶重油： ７０．１９円／ℓ（ ６１．０２円）

燃油費 １６．８億円
（費用増）

※３Ｑ単四半期
７．７億円
（費用増）

燃油費単価変動
による影響

Ⅱ. 外部環境の変化

（※）記載の為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを、現地通貨建の四半期実績に適用している。
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Ｂ．外部要因の想定（通期）

前提条件
連結業績への影響

（通期）
変動要素

（前期年間平均（※））

ＵＳＤ： ９７．６５円 （ ７９．７３円）

ＥＵＲ：１２９．６８円 （１０２．４５円）

ＨＫＤ： １２．５９円 （ １０．２８円）

ＲＭＢ： １５．９０円 （ １２．６５円）

売上高

４９６．６億円

営業利益

１６．６億円

※差引き４Ｑ

売上高 １３５．３億円

営業利益 ４．０億円

為替による影響

（前期年間平均）

軽油 ：１１５．１３円／ℓ（１０６．９３円）

ガソリン：１４７．１８円／ℓ（１３９．０６円）

船舶重油： ７０．４４円／ℓ（ ６２．０７円）

燃油費

２０．９億円

（費用増）

※差引き４Ｑ

４．０億円

燃油費単価変動
による影響

Ⅱ. 外部環境の変化

（※）年間為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを、現地通貨建の四半期実績に適用している。
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本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、その情報の
正確性を保証するものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。

万一、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、弊社及び情報提供者は
一切責任を負いませんのでご承知おきください。


